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市民の宝　輝く瞳
いいねっか村上2017
（村上地区　岩船小学校）

　岩船港を会場に、今年で13回目の開催となった秋の
ビックイベント「いいねっか村上」。
　ステージイベントのトップバッターは岩船小学校４
年生の児童による「よさこい　よっちょれ！」。岩船っ
子のパワーと元気で賑やかにスタートしました。

第48号
平成29年11月15日



平成29年11月15日発行　第48号

（2）むらかみ市議会だより

一
般
会
計
決
算
審
査

３
２
７
億
円
の
成
果
を
慎
重
に
審
査

28
年
度
一
般
会
計
決
算

　
28
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
が
、
議
長
を
除
く

全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
一
般
会
計
予
算
・
決
算
審
査
特
別
委

員
会
」
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
総
務
文
教
・
市
民
厚
生
・
経

済
建
設
の
各
分
科
会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
間
に
渡
っ
た
多
く
の
質
疑
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

（
特
別
会
計
の
決
算
審
査
内
容
は
、
12
〜
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

・
市
税

問 

自
動
車
税
の
負
担
が
大
き
い

と
し
て
軽
自
動
車
へ
乗
り
換
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
状

況
は
。

答 

27
年
度
と
比
較
す
る
と
、
若

干
増
え
て
い
ま
す
。

問 

個
人
市
民
税
の
延
滞
金
の
利

息
は
。

答 

年
に
よ
り
利
率
が
違
い
ま
す

が
、
29
年
１
月
か
ら
は
納
付
期

限
か
ら
１
カ
月
ま
で
は
２
・
７
％
、

歳
　
　
入

１
カ
月
が
経
過
し
た
場
合
は
９
％

の
利
率
で
す
。

・
使
用
料
及
び
手
数
料

問 

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
入
館
者
が
昨

年
比
３
０
０
０
人
も
減
少
し
ま
し

た
。
鮭
の
遡
上
や
生
態
が
生
で
見

ら
れ
、体
感
で
き
る
な
ど
、異
な
っ

た
観
点
か
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

答 

大
口
の
団
体
客
が
少
な
く
な

り
大
幅
に
減
っ
た
も
の
で
す
。
ご

指
摘
の
観
点
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
分
担
金
及
び
負
担
金

問 

児
童
福
祉
費
負
担
金
に
つ
い

て
、
18
人
の
未
納
が
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
の
貧
困
と
関
連
が
あ
り
ま

す
か
。

答 

貧
困
と
の
関
連
に
つ
い
て
分

析
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
国
庫
支
出
金

問 

生
活
保
護
の
世
帯
数
と
人
数

は
。

答 

29
年
３
月
末
で
は
４
３
２
世オープンを前に仕上げが行われている平林城跡のトイレ

帯
で
、
人
数
は
５
７
２
人
で
す
。

問 

平
林
城
跡
の
発
掘
調
査
用
の

プ
レ
ハ
ブ
解
体
や
、
ト
イ
レ
の
整

備
の
進
捗
は
。

答 

プ
レ
ハ
ブ
の
解
体
は
28
年
度

に
終
了
し
ま
し
た
。
ト
イ
レ
は
本

年
11
月
の
竣
工
で
進
め
て
い
ま
す
。

駐
車
場
の
整
備
は
来
年
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

・
寄
附
金

問 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

国
の
指
導
で
返
礼
品
を
３
割
に
す

る
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
と
し
て
も
そ
の
方
向
で
す
か
。

答 

総
務
省
の
指
導
と
ふ
る
さ
と

納
税
の
本
来
の
目
的
に
立
ち
返
り
、

本
市
も
３
割
と
す
る
こ
と
で
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

・
諸
収
入

問 

奨
学
金
貸
付
収
入
が
年
々
管

理
し
づ
ら
く
な
る
の
で
、
特
別
会

計
に
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

答 
債
権
で
管
理
し
、
返
済
は
一

般
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
複

雑
化
を
見
越
し
、
よ
り
良
い
管
理

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
総
務
費

問 

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
活
用
地
域

活
性
化
首
長
連
合
負
担
金
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答 

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
推
進
首
長
連

合
」
へ
の
負
担
金
で
、
三
条
市
長

が
会
長
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
会
員
会
費
が
10
万
円
で
、

参
加
自
治
体
は
全
国
で
４
６
８

団
体
あ
り
、
う
ち
正
会
員
は
約

１
３
０
団
体
で
す
。

問 

救
急
救
命
士
実
習
委
託
料
は

何
人
分
で
す
か
。

答 

村
上
総
合
病
院
、
坂
町
病
院
、

山
北
徳
洲
会
病
院
の
３
院
で
34
人

歳
　
　
出



平成29年11月15日発行　第48号
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一
般
会
計
決
算
審
査

分
で
す
。

トタンを撤去した国道脇の工場跡

歳
入
・
歳
出

基
金
・
市
債

340億
4000万円

327億
6600万円

過去3年間の一般会計の決算額推移
※金額は100万円未満四捨五入で記載しています。

基金
 87億600万円
市債
 332億5200万円

基金
 91億900万円
市債
 324億3500万円

基金
 88億300万円
市債
 319億3200万円

360
億円

340
億円

320
億円

300
億円

平成26年度 平成27年度 平成28年度

361億
5400万円 356億

2900万円348億
9000万円 341億

2500万円

で
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

・
衛
生
費

問 

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業

に
つ
い
て
反
対
の
活
動
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答 

反
対
す
る
方
々
か
ら
の
要
請

で
、
年
１
回
程
度
の
割
合
で
市
長

を
含
め
て
の
懇
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
担
当
課
と
し
て
は
粛
々
と
事

業
推
進
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

・
農
林
水
産
業
費

問 

鳥
獣
被
害
で
猟
友
会
に
頼
ん

で
も
、
仕
事
や
会
社
の
理
解
と
い

う
制
約
が
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
や
隊
友
会
に
よ
る
組
織
体
を
検

討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答 

専
門
の
ハ
ン
タ
ー
の
件
は
、

猟
友
会
と
協
議
し
て
、
今
後
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
商
工
費

問 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
記
念

品
代
の
支
出
は
約
６
８
０
０
万
円

で
な
く
約
１
億
円
で
は
。

答 

旅
行
券
は
有
効
期
間
１
年
間

で
あ
り
使
っ
た
と
き
に
換
金
に
な

る
た
め
遅
れ
る
分
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
米
は
分
け
て
送
る
場
合
に

翌
年
に
な
る
分
が
あ
る
こ
と
。
さ

ら
に
返
礼
割
合
が
完
全
な
２
分
の

１
で
は
な
い
た
め
で
す
。

問 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

金
の
上
限
額
は
20
万
円
で
す
が
、

も
っ
と
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
予
算

を
増
や
し
、
抽
選
で
な
く
毎
年
対

象
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

答 

上
限
額
が
20
万
円
で
い
い
の

か
、
あ
る
い
は
補
助
対
象
と
な
っ

た
住
宅
の
デ
ー
タ
管
理
や
抽
選
の

実
施
な
ど
、
こ
れ
ら
の
視
点
も
含

め
て
事
業
者
と
の
懇
談
を
行
い
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
土
木
費

問 

２
級
河
川
の
草
刈
り
の
各
地

区
の
委
託
状
況
は
。

答 

合
併
前
か
ら
委
託
の
形
式
が

各
地
区
で
異
な
り
、
村
上
地
区
と

山
北
地
区
は
県
か
ら
委
託
を
受
け

て
市
か
ら
農
家
組
合
や
集
落
に
依

頼
し
、
神
林
地
区
と
朝
日
地
区
は

県
か
ら
直
接
農
家
組
合
や
集
落
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

・
教
育
費

問 

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・

ウ
ィ
ー
ク
事
業
（
※
）
で
、
職
場

の
選
択
は
学
校
の
意
向
で
す
か
。

答 

生
徒
の
希
望
す
る
職
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
登
録

は
１
５
６
事
業
所
で
す
。

問 

学
校
給
食
の
米
は
ど
こ
か
ら

仕
入
れ
る
の
で
す
か
。

答 

米
飯
給
食
の
米
は
、
県
の
学

校
給
食
会
か
ら
購
入
し
、
村
上
地

区
の
大
半
が
炊
飯
を
業
者
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
他
の
地
区
は
調
理

場
で
炊
飯
し
て
い
ま
す
。

※�キャリア・スタート・ウィーク事業　市内の中学生が、職場体験等を通じて職業観や

勤労観を深め、自らの進路を決定していく能力を育てることを目的とする事業

河川の草刈り作業の様子（下山田）

問 

岩
船
町
駅
近
く
に
あ
る
工
場

跡
の
め
く
れ
た
ト
タ
ン
の
撤
去
を

市
の
負
担
で
行
っ
た
理
由
は
。

答 

破
産
手
続
き
の
廃
止
決
定
に

よ
り
、
誰
の
所
有
で
も
な
く
管
理

す
べ
き
者
が
い
な
い
状
況
で
、
市

で
何
ら
か
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
で
す
。
債
権
者
は

管
理
者
で
な
い
た
め
、
そ
の
費
用

を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
民
生
費

問 

学
童
指
導
員
の
確
保
が
難
し

い
中
、
保
育
士
資
格
の
有
無
や
指

導
員
の
経
験
に
関
係
な
く
、
同
じ

雇
用
形
態
で
あ
る
の
は
問
題
で
は

な
い
で
す
か
。

答 

待
遇
に
つ
い
て
、
関
係
各
課
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1 5
ペ
ー
ジ長谷川　孝議員

１．「みなとオアシス越後岩船」の今
後の取組について

２．村上市へ寄附された建物の保全・
改修について

6 7
ペ
ー
ジ姫路　敏議員

１．村上駅周辺まちづくりプランにつ
いて

２．歴史観を活かした観光について

11 10
ペ
ー
ジ渡辺　昌議員

１．日沿道延伸による周辺施設の整備
について

２．閉校となる学校施設の利活用につ
いて

３．火葬場の整備計画について

2 5
ペ
ー
ジ鈴木いせ子議員

１．村上総合病院移転新築の進捗につ
いて

２．平成30年産米に向けた取組につい
て

7 8
ペ
ー
ジ稲葉久美子議員

１．国保の都道府県単位化について

２．高齢者への生活支援について

３．公営住宅の建替えについて

12 10
ペ
ー
ジ小杉和也議員

１．外国語教育の充実について

２．地域おこし協力隊について

３．生涯スポーツについて

3 6
ペ
ー
ジ本間清人議員

１．市長の職務や施策、行政運営につ
いて

２．村上駅前の開発について

8 8
ペ
ー
ジ尾形修平議員

１．市営墓地及び火葬場の現状と今後
の施策について

２．機構改革について

３．有害鳥獣対策での猟友会の役割に
ついて

13 11
ペ
ー
ジ木村貞雄議員

１．消防団の団員確保について

２．布部やな場について

３．蒲萄スキー場の通信線について

４．有害鳥獣（ハクビシン）の被害対
策について

14 11
ペ
ー
ジ板垣千代子議員

１．湯っくり湯ったり事業について

２．今年度の除雪について

３．老齢年金受給資格期間の短縮につ
いて

4 6
ペ
ー
ジ山田　勉議員

１．北朝鮮のミサイル発射に対する危
機管理対応について

２．高齢者の運転免許証自主返納につ
いて

３．定住の里づくりについて

４．（仮称）村上市スケートパーク建
設事業について

9 9
ペ
ー
ジ竹内喜代嗣議員

１．防災対策について

２．市職員や市事業を請け負う方の労
働条件について

３．地域医療圏構想と地域医療の充実
について

5 7
ペ
ー
ジ鈴木好彦議員

１．国道７号の猿沢・早稲田間の測量
調査後の計画について

２．未登記地解消の取組について

３．村上市医学生修学資金貸与条例の
運用について

４．道の駅「朝日」拡充基本計画につ
いて

10 9
ペ
ー
ジ本間善和議員

１．農作物への有害鳥獣対策について

２．観光・交流人口の推進について

３．新村上総合病院建設に伴うアクセ
ス道路整備及び村上駅整備等につ
いて

市政を問う!!
　９月８日・11日・12 日の３日間の日程で行われた一般質問に

14 人の議員が登壇しました。

　質問および答弁の要旨を掲載します。（質問順）

　一般質問の原稿は、質問者が作成したものを掲載しています。

※�紙面の都合で質疑内容の一部を掲載しています。詳しくは、中央図書館に備え付けの会議録や市ホームページ

から本会議の録画中継をご覧ください。

一

般

質

問

⑴
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一

般

質

問

⑵

源内塾の改修を望む

病
院
完
成
32
年
を
目
指
す

問 

市
民
よ
り
寄
附
を
受
け

た
建
物
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答 

現
在
活
用
中
の
建
物
お

よ
び
将
来
的
に
活
用
を
計
画

し
て
い
る
建
物
は
３
件
あ

る
。
１
件
目
は
、
鍛
冶
町
に

あ
る
建
物
で
、
現
在
「
村
上

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ィ
ホ
ー

ム
」
と
し
て
高
齢
者
の
憩
い

の
場
や
交
流
の
拠
点
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
２
件
目

は
、
安
良
町
に
あ
る
建
物

で
、
江
戸
時
代
後
期
、
も
し

く
は
明
治
初
期
に
建
築
さ
れ

た
貴
重
な
町
屋
造
り
が
一
部

に
残
っ
て
お
り
、
今
後
歴
史

的
な
建
物
と
し
て
有
効
活
用

が
見
込
ま
れ
る
。
３
件
目
は
、

岩
船
上
大
町
に
あ
る
江
戸
時

代
期
に
建
築
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
「
源
内
塾
」
と

呼
ば
れ
る
寺
子
屋
と
し
て
の

問 

村
上
総
合
病
院
の
建
設
候
補
地
の
用

地
買
収
は
終
わ
っ
た
の
か
。

答 

現
時
点
で
は
、
新
築
候
補
地
の
用
地

買
収
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
年
４
月
の

地
権
者
説
明
会
の
後
、
厚
生
連
と
本
市
で

地
権
者
全
員
を
訪
問
し
、
事
業
説
明
と
協

力
依
頼
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、
移
転
新

築
事
業
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
よ
う
、
状
況
説
明
を
含
め
た
対
応

に
努
め
て
い
く
。

問 

基
本
計
画
か
ら
実
施
計
画
に
着
手
す

る
の
は
い
つ
頃
か
。

答 

基
本
計
画
は
完
成
し
て
お
り
、
基
本

設
計
を
作
成
中
で
あ
る
。
実
施
設
計
は
、

基
本
設
計
が
完
了
す
る
本
年
10
月
頃
か
ら

歴
史
の
あ
る
建
物
で
、
13
年
に
所
有
者
か

ら
旧
村
上
市
へ
寄
附
さ
れ
、
現
在
も
そ
の

名
称
で
地
元
に
親
し
ま
れ
、
地
域
の
交
流

や
振
興
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
建
物

は
、
他
の
２
件
と
異
な
り
、
特
定
の
所
管

課
に
属
さ
ず
、
普
通
財
産
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
、地
元
「
岩
船
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
市
が
管
理
委
託
お
よ
び
使
用
協
定
を
結

ん
で
、
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問 

源
内
塾
は
老
朽
化
が
進
み
、
雨
漏
り

や
床
板
の
抜
け
な
ど
早
急
に
大
改
修
の
必

要
な
時
期
に
あ
る
。
改
修
を
す
る
に
は
行

政
財
産
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

答 
所
有
者
か
ら
の
地
元
で
活
用
し
て
欲

し
い
と
の
意
向
で
普
通
財
産
の
ま
ま
の
状

況
に
あ
る
と
推
測
す
る
が
、
年
数
も
経
っ

て
傷
み
が
激
し
い
こ
と
か
ら
公
費
を
投
入

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
財
産
と
し
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

移
行
し
、
今
年
度
中
の
完
了
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

問 

建
設
工
事
の
着
工
は
い
つ
頃
か
。

答 

来
年
の
夏
頃
に
着
工
す
る
予
定
で
あ

る
。

問 

新
病
院
開
院
は
32
年
10
月
と
聞
い
て

い
る
が
、
開
院
予
定
に
変
更
は
な
い
か
。

答 

村
上
総
合
病
院
運
営
審
議
委
員
会
幹

事
会
に
お
い
て
も
「
32
年
10
月
の
新
病
院

開
院
に
向
け
、
一
意
専
心
し
て
い
く
」
と

の
報
告
も
あ
り
、
開
院
予
定
に
変
更
は
な

い
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

問 

新
病
院
は
何
階
建
て
か
。
ま
た
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
は
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答 

基
本
計
画
の
建
物
概
要
の
中
で
、
地

上
５
階
建
て
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
や
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に

対
応
可
能
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
屋
上
に
設
置

す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

イベントで賑わう源内塾

予定どおり新病院の32年開院が待たれる村上総合病院

長谷川　孝議員

鈴木いせ子議員



平成29年11月15日発行　第48号

（6）むらかみ市議会だより （6）むらかみ市議会だより

一

般

質

問

⑶

市
長
の
職
務
や
行
政
運
営
は

スケートパークは慎重に

問 
市
長
の
任
期
４
年
の
う
ち
、
半
分
の

２
年
が
経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
反
省

や
今
後
の
方
針
は
。

答 

多
く
の
地
域
や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

皆
さ
ま
・
各
世
代
の
方
と
お
会
い
す
る
機

会
を
得
な
が
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
き
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
や
優
先
度
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
市
政
運
営
の
一
助
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問 

市
長
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
市

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
幸
せ
の
た
め
に
」
だ

問 

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
に
対
す
る
危
機
管
理
対
応

に
つ
い
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に

よ
る
一
斉
放
送
に
戸
惑
っ
た

市
民
が
多
く
い
た
と
思
う
。

今
後
の
危
機
管
理
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

今
後
と
も
緊
急
時
に
備

え
、
落
ち
着
い
て
速
や
か

な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に
、

日
々
の
情
報
提
供
の
在
り
方

な
ど
関
係
機
関
と
協
議
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問 

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

自
主
返
納
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

答 

本
市
に
お
い
て
も
、
近

年
の
交
通
事
故
全
体
の
約
半

数
を
占
め
て
お
り
、
高
齢
者

が
加
害
者
と
な
る
交
通
事
故

は
昨
年
の
３
割
を
超
え
て
い

る
。
今
後
の
交
通
事
故
防
止

運
動
等
の
中
で
進
め
て
い
き

が
、
こ
の
２
年
間
の
成
果
は
。

答 
「
第
２
次
村
上
市
総
合
計
画
」
を
策

定
し
、
今
後
の
本
市
の
目
指
す
べ
き
方
針

を
定
め
、
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
先
行
し
て
実

施
し
て
き
た
「
村
上
市
総
合
戦
略
」
に
よ

り
、
多
方
面
か
ら
の
施
策
を
展
開
し
て
お

り
、
あ
ら
か
わ
病
児
保
育
セ
ン
タ
ー
の
開

設
や
産
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
金
な
ど

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問 

こ
れ
か
ら
の
後
半
２
年
間
で
村
上
市

を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答 

第
２
次
村
上
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た

「
や
さ
し
さ
と
輝
き
に
満
ち
た
笑
顔
の
ま

ち
村
上
」
を
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
幸
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

た
い
。

問 

定
住
の
里
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
活
性
化
を
図

る
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
と
思
う
が
、
一

時
的
に
潤
っ
て
も
、
人
口
減
少
の
解
決
に

は
な
ら
な
い
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答 

交
流
・
体
験
事
業
や
空
き
家
バ
ン
ク

の
有
効
活
用
を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問 

（
仮
称
）
村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

建
設
事
業
に
つ
い
て
、
十
数
億
円
か
け
て

市
長
は
日
本
一
の
施
設
を
作
る
と
の
こ
と

だ
が
大
丈
夫
か
。
運
営
方
法
、
建
設
資
金
、

維
持
管
理
は
。

答 

運
営
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
、
建
設
資
金
は
一
般
財
源
や
起

債
、
県
か
ら
の
支
援
や
ふ
る
さ
と
納
税
を

予
定
し
、
維
持
管
理
費
は
施
設
の
利
用
料

金
、
大
会
誘
致
等
に
よ
る
副
次
的
な
収
入

な
ど
を
考
え
て
い
る
。

本間清人議員

山田　勉議員

今後の村上市の行方は

現在の日本海スケートパーク（瀬波温泉二丁目）



平成29年11月15日発行　第48号

（7） むらかみ市議会だより（7） むらかみ市議会だより

一

般

質

問

⑷

歩道の設置に大きく前進
問 

道
の
駅
「
朝
日
」
拡
充

基
本
計
画
の
進
捗
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答 

道
路
の
利
用
者
を
引
き

付
け
る
魅
力
づ
く
り
や
、
地

域
住
民
と
道
路
利
用
者
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
目
指

し
、
27
年
度
に
既
存
施
設
の

拡
充
や
新
た
に
備
え
る
べ
き

機
能
・
施
設
を
検
討
し
、
基

本
構
想
を
策
定
し
た
。
昨
年

度
か
ら
今
年
度
に
お
い
て
は
、

各
種
団
体
の
代
表
者
を
委
員

に
、
学
識
経
験
者
、
国
土
交

通
省
か
ら
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

を
お
願
い
し
拡
充
検
討
会
を

立
ち
上
げ
、
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

　
基
本
計
画
で
は
、
検
討
会

の
意
見
や
提
案
を
、
副
市
長

を
座
長
と
す
る
庁
内
課
長
等

に
よ
る
「
高
速
道
路
開
通
準

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
で

問 

村
上
総
合
病
院
が
32
年
10
月
に
駅
西

側
へ
移
転
す
る
が
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答 

村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
方
針
に
則
し
て
調
整
し
て
、
個

別
施
設
利
用
は
こ
れ
か
ら
検
討
を
始
め
る
。

問 

以
前
、
病
院
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い
る
が
、
統
合

保
育
園
を
建
設
す
る
方
針
に
は
反
対
意
見

が
多
く
、
田
端
町
が
行
っ
た
町
内
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
回
収
４
割
の
う
ち
約
８
割
が

反
対
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

駅
前
周
辺
の
方
々
に
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答 

行
政
の
政
策
や
社
会
ニ
ー
ズ
は
常
に

事
業
方
針
や
施
設
規
模
・
施
設
配
置
の
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
予
定
は
、
検
討
を
引
き
続
き
進

め
る
と
も
に
、
駐
車
場
や
外
構
を
含
む
周

辺
施
設
形
状
の
検
討
や
概
算
事
業
費
の
算

出
等
を
行
い
、
本
年
度
中
に
基
本
計
画
を

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

問 

国
道
７
号
の
猿
沢
・
早
稲
田
間
の
測

量
調
査
後
の
計
画
と
取
り
組
み
は
。

答 

当
該
区
間
は
、
片
側
歩
道
区
間
の
た

め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
歩
道
の
な
い
路
肩

を
歩
く
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
地
域
か
ら
も
強
い
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
交
通
安
全
対
策
事
業
と
し

て
、
国
土
交
通
省
に
要
望
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
の
た
び
の
測
量
調
査
は
国
が
事
業
要

望
を
行
う
た
め
の
も
の
だ
が
、
地
域
の
声

を
国
に
届
け
早
急
に
整
備
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
そ
れ
ら

の
結
果
を
踏
ま
え
て
再
構
築
に
向
け
て
進

め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

問 

私
は
村
上
総
合
病
院
跡
地
に
市
役
所

を
移
転
さ
せ
て
、
木
造
で
建
設
し
た
ら
良

い
と
思
う
。
村
上
駅
に
下
車
し
て
目
の
前

に
市
役
所
が
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
は
ア
オ
ー

レ
長
岡
や
新
発
田
市
役
所
の
よ
う
な
施
設

で
あ
る
。
１
階
は
キ
ッ
ズ
フ
ロ
ア
、
観
光

案
内
所
も
併
用
し
、
教
育
委
員
会
等
を
集

約
し
て
効
率
の
良
い
行
政
運
営
を
図
る
。

ま
た
市
役
所
跡
地
に
は
税
務
署
、
簡
易
裁

判
所
、
法
務
局
、
職
安
な
ど
国
の
機
関
を

集
約
し
、
法
務
局
跡
地
は
大
型
バ
ス
駐
車

場
、
税
務
署
跡
地
は
武
道
館
の
建
設
、
簡

易
裁
判
所
跡
地
は
六
斎
市
の
駐
車
場
と
し

て
利
用
し
た
ら
良
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図
と
し
て
は
魅

力
的
だ
と
思
う
。
今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
検
討
す
る
。

鈴木好彦議員

村
上
病
院
跡
地
に
市
役
所
を

姫路　敏議員

歩道設置が待たれる無舗道区間（檜原）

村上総合病院の跡地は



平成29年11月15日発行　第48号

（8）むらかみ市議会だより （8）むらかみ市議会だより

一

般

質

問

⑸

問 

市
営
羽
黒
町
墓
地
は
無

縁
墳
墓
改
葬
作
業
を
進
め
て

い
る
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

調
査
の
結
果
、
４
９
６

区
画
の
う
ち
１
８
２
区
画
が

無
縁
墳
墓
と
推
定
さ
れ
、
１

年
間
の
公
告
期
間
を
経
て
改

葬
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

火
葬
場
に
関
し
て
は
31

年
度
よ
り
検
討
委
員
会
を
設

置
し
今
後
の
整
備
方
針
を
決

め
る
と
し
て
い
る
が
、
新
設

な
の
か
大
規
模
改
修
な
の
か
、

今
後
の
施
策
は
。

答 

火
葬
場
は
現
在
３
カ
所

あ
り
、
老
朽
化
が
進
み
将
来

需
要
を
視
野
に
新
設
す
る
方

向
で
進
め
た
い
。
ま
た
、
共

同
供
養
塔
に
関
し
て
は
、
今

後
岩
船
上
町
・
岩
船
新
田
町
・

岩
船
三
日
市
も
そ
れ
ぞ
れ
調
査
が
済
み
し

だ
い
同
様
に
設
置
し
た
い
。

問 

市
長
が
目
指
す
行
政
機
構
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答 

早
急
に
進
む
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
に
加
え
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
よ
り
き
め
細
や
か
で
市
民
に

分
か
り
や
す
い
行
政
機
構
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

市
長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
全
国
各

地
を
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
扇

の
か
な
め
と
な
る
副
市
長
も
民
間
出
身
で
、

複
数
課
に
わ
た
る
諸
問
題
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
が
、
例
え
ば
、
副
市
長
２
人
制
と
か
、

政
策
官
的
な
設
置
は
。

答 

政
策
協
議
や
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
で
副
市
長
の
役
割
は
大
き
い
。
政
策
官

や
副
市
長
並
み
の
特
別
職
の
配
置
は
必
要

で
、
現
在
研
究
を
指
示
し
て
い
る
。

市民厚生常任委員会で視察した
阿賀北葬斎場（阿賀野市）

タオル絞りとストロー吸いに挑戦
（あかまつ荘での介護予防教室）

問 
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
都
道
府

県
単
位
化
に
つ
い
て
、
国
保
税
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰
り

入
れ
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

答 

県
か
ら
、
今
後
は
負
担
軽
減
目
的
の

法
定
外
繰
り
入
れ
は
行
わ
な
い
よ
う
求
め

ら
れ
て
い
る
。
県
の
方
向
性
に
沿
っ
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
で
法
定
外
繰
り

入
れ
は
行
わ
な
い
。

問 

30
年
度
に
は
保
険
税
率
が
高
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答 

現
時
点
で
は
見
通
せ
な
い
が
、
国
保

加
入
者
の
負
担
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問 

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
は
、
医
療

費
削
減
が
目
的
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答 
地
域
医
療
構
想
は
、医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

問 

高
齢
で
独
り
住
ま
い
の
方
へ
の
支
援

制
度
は
あ
る
の
か
。

答 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
へ

の
支
援
制
度
は
、
家
事
援
助
の
支
援
が
必

要
な
方
へ
、
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ
と
を

予
防
し
、
自
立
し
た
在
宅
生
活
の
継
続
を

支
援
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪

問
し
、「
軽
度
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を

実
施
し
て
い
る
。

問 

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
タ
ク

シ
ー
券
の
助
成
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答 

現
行
の
タ
ク
シ
ー
券
助
成
や
乗
合
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
な
ど
交
通
弱
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
、

今
後
も
制
度
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化

稲葉久美子議員

尾形修平議員

市営墓地と火葬場の現状は
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一

般

質

問

⑹

問 

荒
川
支
流
の
堀
川
が
氾

濫
し
た
場
合
に
、
平
林
地
区

や
西
神
納
地
区
に
甚
大
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
。

　

津
波
対
策
と
堀
川
洪
水
対

策
を
併
せ
た
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
伺
う
。

答 

国
土
交
通
省
の
荒
川
水

系
河
川
整
備
計
画
の
中
で
は
、

河
口
砂
州
お
よ
び
支
川
合
流

対
策
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
を

待
ち
、
国
土
交
通
省
や
河
川

管
理
者
の
新
潟
県
と
対
策
を

協
議
し
た
い
。

問 

荒
川
上
流
部
の
発
電
ダ

ム
が
一
斉
に
放
流
し
た
場
合
、

堤
防
か
ら
溢
水
す
る
の
で
は

な
い
か
伺
う
。

答 

溢
水
す
る
可
能
性
は
あ

る
が
順
次
整
備
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問 

指
定
管
理
や
委
託
事
業
の
指
定
・
選

定
時
に
労
働
法
令
遵
守
や
雇
用
・
労
働
条

件
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、
協
定
等
に
提
示

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
遵
守
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

答 

市
で
は
、
協
定
書
等
に
お
い
て
指
定

管
理
者
業
務
に
適
用
さ
れ
る
労
働
関
係
法

令
を
遵
守
す
る
よ
う
明
記
し
て
い
る
。
な

お
、
各
事
業
者
の
雇
用
条
件
に
つ
い
て
は

事
業
者
の
裁
量
に
よ
る
。

　
ま
た
、
労
働
法
令
に
つ
い
て
は
、
遵
守

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

合
併
時
か
ら
異
な
っ
て
い
る
市
職
員

　

の
給
与
改
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答 
合
併
以
前
の
旧
市
町
村
に
お
け
る
職

員
給
与
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
支
給

し
て
き
た
適
正
な
給
与
で
あ
り
、
合
併
を

理
由
に
改
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

問 

依
然
と
し
て
サ
ル
・
ク
マ
の
被
害
が

続
い
て
い
る
。
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
も
高

齢
者
・
本
業
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
非
常
勤
ハ
ン
タ
ー
」
を
雇
用
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答 

現
状
を
一
番
把
握
し
て
い
る
各
地
域

の
猟
友
会
に
委
託
し
対
応
し
て
い
る
が
、

新
た
な
仕
組
み
と
し
て
「
非
常
勤
ハ
ン

タ
ー
」
を
雇
用
す
る
と
な
る
と
、
猟
友
会

と
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
た
い
。

問 

Ｊ
Ｒ
の
豪
華
寝
台
列
車
「
四
季
島
」

な
ど
を
活
用
し
、
鶴
岡
市
と
の
広
域
観
光

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

鶴
岡
市
と
は
広
域
的
な
観
光
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
観
光
・
食

材
等
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
鶴
岡
市
と
協
議
し
、
連
携
し
て
観
光
Ｐ

Ｒ
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

「
交
流
の
館
八
幡
」
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

勝
木
地
区
の
土
地
利
用
も
視
野
に
入

れ
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
32
年
度
に
施
設

整
備
に
係
る
設
計
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問 

新
村
上
総
合
病
院
建
設
に
伴
う
ア
ク

セ
ス
道
路
と
駅
西
口
整
備
の
現
状
は

答 

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
は
本
年
度
中

に
道
路
詳
細
設
計
、
用
地
買
収
の
完
了
を

目
指
し
た
い
。
駅
西
口
の
設
置
は
重
要
な

施
設
と
捉
え
、
今
後
も
関
係
機
関
へ
の
要

望
と
と
も
に
事
業
化
に
向
け
進
め
た
い
。

檻に捕らえた「農作物を荒らすサル」

発電ダム放流と増水対策

サ
ル・ク
マ
の
農
作
物
被
害
対
策
を

本間善和議員

竹内喜代嗣議員

上流部の雨により増水する荒川（８月24日）
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一

般

質

問

⑺

問 

文
部
科
学
省
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
べ
く

英
語
教
育
を
改
革
し
、
英
検

の
重
要
性
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
28
年
度
よ
り
、
英
検
４

級
以
上
の
受
験
料
を
年
度
内

に
１
人
１
回
全
額
補
助
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
が
、
英
検

受
験
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
に
、
現
行
制
度
に
中
学

１
年
生
に
５
級（
中
学
初
級
）

の
全
額
補
助
を
プ
ラ
ス
し
て

は
ど
う
か
。

答 

実
績
を
見
て
、
効
果
的

な
方
法
を
見
出
し
な
が
ら
今

後
制
度
設
計
を
し
て
い
く
。

問 

村
上
市
に
と
っ
て
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

は
、
潜
在
能
力
が
高
く
有
効

な
手
段
だ
と
思
う
の
で
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
得

意
な
人
材
を
受
け
入
れ
て
、

地
域
力
を
上
げ
て
は
ど
う
か
。

答 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
用
は
、

地
域
力
の
向
上
に
は
有
効
な
手
法
と
考
え

て
い
る
の
で
、
人
材
の
確
保
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問 

健
康
志
向
の
高
ま
り
や
、
心
の
豊
か

さ
、
充
実
感
、
生
き
が
い
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
も
の
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
や
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
生
涯
を
通

じ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
体
育
施
設
の
有
効
利
用
を
図

る
必
要
が
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利

用
状
況
を
載
せ
、
空
い
て
い
る
日
時
が
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
に
情
報
提
供
し
て
は
ど
う

か
。

答 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
状
況
を
載

せ
る
こ
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

り
、
有
効
利
用
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

実
現
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
た
い
。

問 
朝
日
み
ど
り
の
里
の
特
色
あ
る
施
設

と
し
て
、
朝
日
き
れ
い
館
や
日
本
玩
具
歴

史
館
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
後
の
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答 

策
定
の
作
業
を
進
め
て
い
る
道
の
駅

「
朝
日
」
拡
充
基
本
計
画
に
お
い
て
、
朝

日
き
れ
い
館
は
現
在
の
施
設
を
継
続
し
て

使
用
し
、
長
期
的
に
改
修
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
日
本
玩
具
歴
史
館
は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
メ
イ
ン
施
設
に
一
部
機

能
を
移
転
し
、
現
施
設
は
別
目
的
で
の
活

用
を
検
討
す
る
方
向
で
あ
る
。

問 

鶴
岡
市
鼠
ヶ
関
の
IC
（
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
）
脇
に
道
の
駅
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
山
北
地

域
の
IC
周
辺
の
施
設
整
備
と
の
関
係
は
。

答 
鶴
岡
市
と
本
市
が
互
い
に
共
存
、
誘

導
機
能
を
持
っ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
基
本
構
想
で
示
し
た
休
息
施

設
と
な
る
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
情
報
施
設

や
展
望
施
設
等
の
利
用
を
念
頭
に
、
国
と

協
議
を
行
い
な
が
ら
基
本
計
画
を
ま
と
め

て
い
き
た
い
。

問 

閉
校
と
な
る
学
校
施
設
の
利
活
用
は

地
域
振
興
と
大
き
く
関
わ
り
、
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
全
庁
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
統
合
の
準
備
と
並
行
し
な
が
ら
利

活
用
の
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
現
状
は
。

答 

現
在
、
庁
内
か
ら
施
設
の
利
活
用
の

意
向
や
提
案
の
集
約
を
進
め
、
地
域
の
意

向
把
握
に
努
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
今

後
、
跡
地
利
活
用
の
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
検
討
を
重
ね
て
利
活
用
方
法
を
決
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

朝日みどりの里を会場に行われた「第２回あさひまつり」

道
の
駅
を
地
域
振
興
の
核
に

体育施設の空き情報を

渡辺　昌議員

小杉和也議員

英検受験の機会を増やして英語力アップを
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一

般

質

問

⑻

問 

消
防
団
員
確
保
の
取
り

組
み
で
は
、
何
が
重
要
と
考

え
る
か
。

答 

自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
消
防

団
活
動
の
精
神
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問 

各
職
場
へ
の
団
員
確
保

の
訪
問
は
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答 

毎
年
、
決
ま
っ
て
事
業

所
訪
問
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
広
報
指
導
分
団

の
立
ち
上
げ
の
際
に
事
業
所

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
昨
年
度
は
12

件
を
訪
問
し
、
消
防
団
活
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問 

今
後
、
方
面
隊
に
お
け

る
部
の
統
合
や
年
齢
の
繰
り
上
げ
な
ど
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

答 

今
後
は
地
域
の
実
情
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
退
団
年
齢
に
つ
い
て
は
消
防
団

の
会
議
で
検
討
し
て
い
る
。

問 

布
部
や
な
場
の
入
込
客
数
が
減
少
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
活
気
あ
る
や
な
場
と

し
て
新
た
な
方
策
は
な
い
も
の
か
。

答 

三
面
川
鮭
産
漁
業
協
同
組
合
が
今
後

の
経
営
戦
略
を
検
討
さ
れ
、
そ
の
提
案
を

聞
い
た
中
で
、
行
政
と
し
て
の
支
援
策
を

協
議
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

問 
三
面
ダ
ム
に
よ
る
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
の
一
部
を
補
助
で
き
な
い
か
。

答 

ま
ず
、
や
な
場
施
設
そ
の
も
の
が
円

滑
に
運
営
で
き
る
体
制
に
す
る
の
が
大
前

提
で
、
そ
れ
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く

た
め
に
投
入
す
る
と
い
う
資
金
の
考
え
方

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

早急に消防団員確保を

木村貞雄議員

活躍する消防団員（荒川総合水防演習）

問 

毎
年
、
１
月
４
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
、
村
上
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

「
湯
っ
く
り
湯
っ
た
り
事
業
」
だ
が
、
健

康
の
た
め
、
ま
た
、
低
料
金
で
温
泉
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

　

こ
の
事
業
で
は
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
発

行
し
12
個
の
押
印
が
あ
れ
ば
粗
品
（
タ
オ

ル
）
と
交
換
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

年
度
の
事
業
か
ら
、
で
き
れ
ば
無
料
の

湯
っ
た
り
券
１
枚
を
発
行
し
て
も
ら
い
た

い
と
80
歳
代
の
方
の
意
見
が
あ
る
が
、
対

応
で
き
な
い
か
。

答 

本
年
度
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
の
特
別
調
整
交
付
金
の
対
象
で
な
く

な
っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
こ
の
特
典
を

廃
止
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
含
め
、
今
後
と
も
利

用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
事
業
の
充
実

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

山
村
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
か
ら
、

道
路
脇
の
木
か
ら
雪
や
枝
が
落
ち
る
の
が

と
て
も
危
な
い
の
で
枝
打
ち
を
し
て
ほ
し

い
、
と
の
相
談
が
あ
っ
た
が
対
応
で
き
な

い
か
。

答 

市
で
は
、
市
報
に
よ
り
市
民
の
皆
さ

ん
に
樹
木
等
の
適
正
管
理
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
降
雪
期
前
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
り
支
障
木
等
を
把
握
し
、
冬
期
の
安
全

確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

降雪期の安全のため枝打ちを

湯
っ
く
り
湯
っ
た
り
事
業
の
充
実
を

板垣千代子議員
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

※�

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別

委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
鈴
木
い
せ
子
　
○
鈴
木
　
好
彦

　
小
杉
　
武
仁
　
　
木
村
　
貞
雄

　
稲
葉
久
美
子
　
　
大
滝
　
国
吉

　
三
田
　
敏
秋
　
　
佐
藤
　
重
陽

　
河
村
　
幸
雄

総
務
文
教
常
任

委
員
会
所
管
分

◆
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て

問 

損
害
賠
償
の
原
因
と
な
っ
た

追
突
事
故
は
、
危
険
予
知
運
転
を

日
頃
か
ら
励
行
し
て
い
れ
ば
発
生

し
な
い
事
故
と
思
い
ま
す
が
、
普

段
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

答 

こ
の
と
こ
ろ
、
事
故
が
後
を

絶
た
ず
、
職
員
向
け
に
は
事
故
の

状
況
を
発
信
し
て
、
注
意
を
喚
起

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
事
故
撲
滅

に
向
け
て
一
層
の
徹
底
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

◆
村
上
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
問 

建
物
が
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

と
し
て
は
廃
止
に
な
り
、
瀬
波
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
瀬

波
体
育
館
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
使
用
料
の
金

額
が
他
の
総
合
体
育
館
と
同
一
で

割
高
感
を
感
じ
ま
す
。
同
一
額
に

な
っ
た
理
由
は
。

答 

瀬
波
体
育
館
は
ア
リ
ー
ナ
の

ほ
か
に
ス
テ
ー
ジ
利
用
の
団
体
が

あ
る
と
見
込
み
、
同
じ
利
用
を
さ

れ
て
い
る
他
の
施
設
と
同
料
金
に

し
た
も
の
で
す
。

29
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算

【
歳
出
】

・
消
防
費

問 

ホ
ー
ス
の
入
れ
替
え
を
補
正

予
算
議
決
後
に
行
う
と
の
こ
と
で

す
が
、
団
員
の
装
備
品
の
補
充
は

終
わ
っ
た
の
で
す
か
。

答 

完
了
し
ま
し
た
。

・
教
育
費

答 

現
段
階
で
明
言
し
な
い
理
由

は
、
使
用
目
的
を
限
定
し
な
い
た

め
で
す
。
所
有
者
か
ら
は
美
術
館

と
し
て
の
使
用
を
と
の
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
が

美
術
館
を
運
営
す
る
に
は
維
持
管

理
に
多
額
の
コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
美
術
館
と
し
て
の

使
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
あ
り

き
た
り
な
計
画
で
は
な
く
、
知
見

の
あ
る
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

時
間
を
か
け
て
方
向
性
を
見
つ
け

る
べ
き
と
考
え
て
の
判
断
で
す
。

◆
損
害
賠
償
額
と
和
解
　
１
件

答 

統
合
後
に
使
用
す
る
学
校
を

優
先
し
ま
す
。
工
事
は
来
年
の
予

定
で
す
が
、
設
計
と
補
助
金
申
請

に
必
要
な
た
め
の
補
正
で
す
。

29
年
度
　
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

問 

取
得
予
定
の
土
地
・
建
物
は
、

観
光
や
温
泉
地
の
拠
点
と
し
て
の

活
用
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
使
用

目
的
が
明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
で
は
市
民
に
説
明
が
で
き
な
い

の
で
は
な
い
で
す
か
。

◆
条
例
改
正
　
１
件

◆
市
有
財
産
の
譲
与
　
１
件

28
年
度
　
特
別
会
計
決
算

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

期
待
さ
れ
る
温
泉
地
の
活
性
化
策

温泉地の拠点として期待され、購入が決まった施設と土
地（瀬波温泉二丁目）

奥に見えるのが現状のアーケード
（村上市弓道場）

問 

市
内
小
学
校
８
校
の
遊
具
撤

去
の
経
緯
は
。

答 

各
教
育
事
務
所
か
ら
点
検
内

容
を
含
め
報
告
を
受
け
、
危
険
箇

所
８
カ
所
を
撤
去
す
る
も
の
で
す
。

問 
弓
道
場
に
設
置
す
る
ア
ー

ケ
ー
ド
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。

答 

矢
を
射
た
後
、
矢
を
取
り
に

行
く
通
路
の
屋
根
で
、
現
在
半
分

ま
で
し
か
な
い
た
め
、
残
り
の
半

分
を
増
設
す
る
も
の
で
す
。

問 

小
学
校
施
設
改
修
経
費
は
、

優
先
順
位
を
付
け
て
執
行
す
る
の

で
す
か
。
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

◎
尾
形
　
修
平
　
○
渡
辺
　
　
昌

　
板
垣
　
一
徳
　
　
板
垣
千
代
子

　
小
林
　
重
平
　
　
山
田
　
　
勉

　
竹
内
喜
代
嗣
　
　
長
谷
川
　
孝

　
小
杉
　
和
也

市
民
厚
生
常
任

委
員
会
所
管
分

◆
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
〈
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り
荘
〉

問 

こ
れ
ま
で
３
年
間
の
指
定
管

理
で
あ
っ
た
の
が
、
30
年
度
か
ら

５
年
間
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
理

由
は
。

答 

前
回
は
初
め
て
の
指
定
管
理

と
い
う
こ
と
で
３
年
間
で
し
た
が
、

指
定
管
理
者
制
度
運
用
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
り
、
公
募
に
よ
ら
な
い

更
新
の
た
め
５
年
間
と
し
ま
し
た
。

問 

定
員
が
50
人
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
相
部
屋
の
形
態
で
す
か
。

答 

基
本
的
に
２
人
部
屋
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問 

現
在
、
定
員
を
満
た
し
て
い

ま
す
が
、
急
に
入
所
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
が
出
た
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
で
す

か
。

答 

緊
急
の
場
合
は
静
養
室
で
対

国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
適
切
か

応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

28
年
度
　
特
別
会
計
決
算

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問 

短
期
被
保
険
者
証
お
よ
び
被

保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
数
は
。

答 

短
期
被
保
険
者
証
は
１
６
９

世
帯
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
は

97
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

資
格
証
明
書
の
方
は
掛
か
っ

た
医
療
費
の
全
額
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
で

き
な
い
場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
応

答 

現
在
、
ご
み
処
理
場
で
出
る

飛
灰
の
固
化
灰
を
運
び
込
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
20
年
く
ら
い
は
埋

め
立
て
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

火
葬
場
の
定
期
点
検
や
、
修

繕
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
。

答 

定
期
点
検
は
指
定
管
理
者
が

年
１
回
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
際

見
つ
か
っ
た
箇
所
を
早
急
に
修
繕

す
る
ほ
か
、
年
間
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
に
修
繕
を
行
い
運
営
し
て

い
ま
す
。

・
民
生
費

問 
今
後
、
一
般
市
民
に
よ
る
成

年
後
見
人
を
育
成
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

答 

弁
護
士
等
の
専
門
職
後
見
人

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
社
会
福

祉
協
議
会
へ
法
人
委
託
を
推
進
す

る
方
向
で
す
が
、
将
来
的
に
は
市

民
後
見
人
の
育
成
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

29
年
度
　
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

28
年
度
　
特
別
会
計
決
算

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。

問 

本
市
の
保
険
税
は
他
の
市
町

村
と
比
較
し
て
高
い
状
況
で
す
か
。

答 

県
内
で
は
真
ん
中
く
ら
い
の

保
険
税
額
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

問 

現
在
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
待
機
者
数
と
、
そ
の
う

ち
、
在
宅
で
の
待
機
者
は
ど
の
く

ら
い
で
す
か
。

答 

５
月
の
調
査
で
は
３
８
３
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

約
４
割
の
方
が
在
宅
で
す
。

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
歳
出
】

・
総
務
費

問 

防
犯
灯
の
要
望
が
多
く
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
設
置
に
あ
た
っ

て
の
優
先
順
位
や
判
断
基
準
は
。

答 

通
学
路
は
優
先
的
に
設
置
す

る
方
針
で
あ
り
、
通
行
量
の
多
い
所

や
自
転
車
と
歩
行
者
が
一
緒
に
通
る

場
所
な
ど
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

・
衛
生
費

問 

荒
沢
最
終
処
分
場
は
あ
と
何

年
く
ら
い
使
用
で
き
ま
す
か
。

５年間の指定管理となる養護老人ホームやまゆり荘（山屋）

が
さ
れ
ま
す
か
。

答 

そ
の
方
の
所
得
等

を
調
査
し
、
一
括
の
支

払
い
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
短
期
被
保

険
者
証
の
交
付
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
県
内
の
市

町
村
で
は
同
様
の
算
出

方
法
で
す
か
。

答 

市
町
村
に
よ
っ
て

算
出
方
法
は
異
な
っ
て
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑶

◎
川
崎
　
健
二
　
○
小
田
　
信
人

　
川
村
　
敏
晴
　
　
本
間
　
善
和

　
平
山
　
　
耕
　
　
本
間
　
清
人

　
姫
路
　
　
敏
　
　
大
滝
　
久
志

経
済
建
設
常
任

委
員
会
所
管
分

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

問 

緑
町
松
山
線
の
幅
員
が
通
常

よ
り
広
い
よ
う
で
す
が
。

答 

最
小
幅
員
16
ｍ
は
車
道
２
車

線
と
歩
道
を
合
わ
せ
た
幅
員
で
、

最
大
幅
員
49
・
３
ｍ
に
つ
い
て
は
、

大
型
車
が
曲
が
れ
る
よ
う
に
隅
切

り
さ
れ
た
交
差
点
の
広
い
部
分
の

幅
員
と
し
て
い
ま
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購
入
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

問 

な
ぜ
リ
ー
ス
で
な
く
購
入
す

る
の
で
す
か
。

答 

購
入
を
選
択
し
た
理
由
は
、

過
疎
債
を
充
当
し
て
購
入
す
る
と

70
％
が
交
付
税
と
し
て
戻
っ
て
く

る
た
め
、
リ
ー
ス
よ
り
も
購
入
が

有
利
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
る
も

の
で
す
。

◆
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
〈
上
助
渕
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〉

問 

一
般
的
な
集
落
集
会
所
と
は

違
う
の
で
す
か
。

答 

神
納
東
地
区
の
集
会
や
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
な
ど
、
地
区
の
業

務
だ
け
で
な
く
、
学
校
区
単
位
で

利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

問 

学
校
統
廃
合
も
あ
り
、
空
き

校
舎
も
出
て
き
ま
す
。
区
に
譲
渡

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
か
と
思
い

ま
す
が
。

答 
学
校
跡
地
利
用
も
、
庁
内
で

議
論
の
最
中
で
す
。
今
後
、
十
分

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
の
対
象
面
積
は
。

答 

森
林
経
営
計
画
作
成
促
進
の

た
め
の
経
費
で
、
５
３
３
ha
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

・
商
工
費

問 

み
ど
り
の
里
経
費
で
、
ス

ケ
ー
ル
（
水
あ
か
）
の
除
去
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

答 

温
泉
井
戸
の
ス
ケ
ー
ル
除
去

に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
ポ
ン
プ
の

入
れ
替
え
に
合
わ
せ
て
確
認
し
、

付
着
状
況
に
よ
り
除
去
す
べ
き
と

判
断
し
ま
し
た
。

28
年
度
　
特
別
会
計
等
決
算

・
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

問 

以
前
１
年
間
休
業
し
た
際
に
、

借
地
料
値
下
げ
の
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
状
は
。

答 

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、

そ
の
分
を
活
用
し
て
が
ん
ば
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

値
下
げ
し
て
い
ま
せ
ん
。

問 

赤
字
が
一
目
瞭
然
で
す
が
、

子
ど
も
の
利
用
実
績
は
。

答 

小
・
中
学
校
の
ス
キ
ー
授

業
で
の
利
用
は
、
市
内
16
校

す
。29

年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

問 

農
業
再
生
協
議
会
負
担
金
の

シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
内
容
は
。

答 

数
量
を
基
準
と
し
た
面
積
配

分
へ
と
変
わ
り
ま
す
。。
Ｊ
Ａ
な

ど
に
も
負
担
い
た
だ
き
、
市
が
２

分
の
１
、
他
団
体
が
２
分
の
１
で

シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。

２
月
の
本
配
分
ま
で
に
正
式
稼
働

ス
キ
ー
場
で
新
た
な
活
性
化
を

◆
市
道
路
線
の
廃
止
　
１
件

◆
条
例
廃
止
　
１
件

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
　
１
件

29
年
度
　
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

28
年
度
　
特
別
会
計
決
算

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

で
、
前
年
度
よ
り
１
校
増
え
て
、

２
５
４
８
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

・
上
水
道
事
業
会
計

問 

昨
年
度
、
村
上
市
の
水
道
水

で
製
造
し
た
５
０
０
ml
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
状
況
は
。

答 

水
道
の
Ｐ
Ｒ
、
災
害
備
蓄
用

と
し
て
１
万
本
を
製
造
し
ま
し
た
。

水
道
水
の
需
要
を
増
す
目
的
の
た

め
５
千
本
、
残
り
は
断
水
等
の
緊

急
対
応
や
災
害
備
蓄
用
と
し
て
迅

速
性
等
も
考
え
整
備
し
た
も
の
で

す
。

・
土
木
費

問 

荒
川
パ
ー
キ
ン
グ
活
性
化
の

実
証
実
験
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
ト

イ
レ
や
直
売
所
な
ど
を
置
く
と
、

穂
波
の
里
や
朝
日
み
ど
り
の
里
に

悪
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。

答 

実
証
実
験
に
は
両
道
の
駅
も

加
わ
り
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
進

め
て
い
き
ま
す
。
下
り
車
線
は
道

の
駅
へ
の
誘
導
や
市
内
観
光
案
内
、

上
り
車
線
は
荒
川
の
特
産
品
販
売

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

村上市の水道水で製造したペットボトルの水
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第
３
回
定
例
会 

議
決
結
果

議案番号 事　　件　　名 結果 表決

議員発議
第７号

学費と教育条件の公私間格差是
正に向けて、私立高等学校への
私学助成の充実を求める意見書
の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第８号

学費と教育条件の公私間格差是
正に向けて、私立高等学校への
私学助成の充実を求める意見書
の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第９号

道路整備財源の確保に関する意
見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第10号

改正後の「組織的犯罪処罰法」
を廃止することを求める意見書
の提出について

否決
賛成
少数

議員発議
第11号

賠償額決定の議決について 否決
賛成
少数

議員発議
第12号

「全国森林環境税」の創設に関
する意見書の提出について

原案
可決

賛成
多数

議第101号
人権擁護委員の推薦につき意見
を求めることについて（伊藤え
り子：再任）

原案
同意

全会
一致

議第102号

損害賠償の額を決定し和解する
ことについて
（桑川漁港における船舶損傷事
故）

原案
可決

賛成
多数

議第103号

損害賠償の額を決定し和解する
ことについて
（府屋地内における車両傷事
故）

原案
可決

賛成
多数

議第104号
村上市地域コミュニティセン
ター条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決

全会
一致

議第105号
村上市体育施設条例の一部を改
正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第106号
市有財産の譲与について
（佐々木地内宅地）

原案
可決

全会
一致

報第107号
公の施設に係る指定管理者の指
定について（養護老人ホームや
まゆり荘）

原案
可決

全会
一致

報第108号 市道路線の認定について
原案
可決

全会
一致

報第109号 市道路線の廃止について
原案
可決

全会
一致

報第110号
村上市勤労青少年ホーム条例を
廃止する条例制定について

原案
可決

全会
一致

報第111号
蒲萄スキー場圧雪車購入契約の
締結について

原案
可決

全会
一致

報第112号
公の施設に係る指定管理者の指
定について（上助渕コミュニ
ティセンター）

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結果 表決

報第113号
公の施設に係る指定管理者の指
定について（二子島森林公園）

原案
可決

全会
一致

報第114号
平成29年度村上市一般会計補正
予算（第３号）

原案
可決

賛成
多数

報第115号
平成29年度村上市土地取得特別
会計補正予算（第１号）

原案
可決

賛成
多数

報第116号
平成29年度村上市蒲萄スキー場
特別会計補正予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

報第117号
平成29年度村上市国民健康保険
特別会計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

報第118号
平成29年度村上市介護保険特別
会計補正予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第119号
平成29年度村上市下水道事業特
別会計補正予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第120号
平成29年度村上市集落排水事業
特別会計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第121号
平成28年度村上市一般会計歳入
歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第122号
平成28年度村上市土地取得特別
会計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第123号
平成28年度村上市情報通信事業
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

原案
認定

全会
一致

議第124号
平成28年度村上市蒲萄スキー場
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

原案
認定

全会
一致

議第125号
平成28年度村上市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

原案
認定

賛成
多数

議第126号
平成28年度村上市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

原案
認定

賛成
多数

議第127号
平成28年度村上市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第128号
平成28年度村上市下水道事業特
別会計歳入歳出決算認定につい
て

原案
認定

賛成
多数

議第129号
平成28年度村上市集落排水事業
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

原案
認定

賛成
多数

議第130号
平成28年度村上市簡易水道事業
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

原案
認定

賛成
多数

議第131号
平成28年度村上市上水道事業会
計決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第132号
平成29年度村上市一般会計補正
予算（第４号）

原案
可決

賛成
多数

　平成29年第３回定例会が、９月６日から29日までの24日間の会期で開催され、市長提案36件、議会側提案の

議員発議６件を議決し、閉会しました。

議案審議結果

平成29年第３回定例会 議決結果
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陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　情　　者 所属委員会 審査結果

「全国森林環境税の創設に関する意見書採
択」に関する陳情について（依頼）

全国森林環境税創設促進議員連盟
　会長　板垣　一徳
　（新潟県村上市議会議員）

総 務 文 教
常任委員会

意 見 の
一致を見
なかった

森 林 環 境 税 （ 仮 称 ） 創 設 に 関 す る 陳 情
（「森林・林業基本計画」の推進に関する
安定財源確保に関する陳情）

村上地区森林労連
　執行委員長　飯沼　新

総 務 文 教
常任委員会

意 見 の
一致を見
なかった

「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ
て、私立高等学校への私学助成の充実を求
める意見書」の採択に関する陳情

新潟県私学の公費助成をすすめる会
　会長　中村　直美

総 務 文 教
常任委員会

願意了承

※陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

意　見　書
○�学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高

等学校への私学助成の充実を求める意見書

○道路整備財源の確保に関する意見書

○「全国森林環境税」の創設に関する意見書

　以上の意見書が第3回定例会で可決され、関係行政庁に送付さ

れました。

各議員の賛否　議案審議結果のうち、賛否が分かれた等の網掛けの議案について、議員の賛否公表します。

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者

議案番号

鷲ヶ巣会 新政村上 清流会 市政クラブ 高志会 日本共産党 賛否結果

◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ※１ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛
　
成

反
　
対

板
垣
一
徳

渡
辺
　
昌

大
滝
国
吉

小
田
信
人

鈴
木
い
せ
子

本
間
善
和

河
村
幸
雄

長
谷
川
　
孝

大
滝
久
志

佐
藤
重
陽

山
田
　
勉

木
村
貞
雄

姫
路
　
敏

本
間
清
人

川
崎
健
二

平
山
　
耕

三
田
敏
秋

小
林
重
平

鈴
木
好
彦

川
村
敏
晴

小
杉
和
也

尾
形
修
平

小
杉
武
仁

竹
内
喜
代
嗣

稲
葉
久
美
子

板
垣
千
代
子

議員発議第10号 × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ × × － × ○ × × × × ○ ○ ○ ７ 18

議員発議第11号 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × － ○ × × × × × ○ ○ ○ 11 14

議員発議第12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 21 ４

議第102号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 １

議第103号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 １

議第114号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第115号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 ５

議第121号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第122号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 24 １

議第125号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第126号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第127号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第128号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第129号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第130号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第131号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 23 ２

議第132号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 19 6

※１：議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。

第
３
回
定
例
会 

議
決
結
果

人権擁護委員が

決まりました

伊
い

藤
と う

　えり子
こ

　氏

次の方が議会で同意されました。

（任期：30年１月１日〜33年12月31日）
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第
３
回
定
例
会 

議
決
結
果

可決 議第115号　平成29年度村上市土地取得特別会計補正予算（第１号）
 　この議案は、歳入で土地開発基金借入金１億1500万円を追加、歳出で土地購入費4068万円と家屋等
購入費7432万円を追加し、予算規模を１億1502万円する補正予算です。本議案は次の討論の後、賛成多
数により可決されました。

反対討論　本間清人議員
　都市計画に基づき道路がかかるとか、隣接地に行政の建築物が建ち土地を取得するということなら理

解できますが、このたびの取得は違いますし市長の説明にも物足りなさを感じます。各地区・団体から

市への要望はたくさんありますが実現できてないのがほとんどです。市は個人の利益でなく全市民の利

益と安心・安全を考えなければなりません。瀬波温泉関係者にとっては重要な問題ですが、行政が土地

の購入する場合の考え方が違います。

 賛成討論 　小杉和也議員
　観光は、直接的な経済効果の他に、関係する業種が多く、大きな波及効果も生み出していますので、

瀬波温泉の入込客数の増減は、関連する各業種のみならず、村上市の経済に与える影響は大きいと考え

ます。このたびの購入場所は瀬波温泉の中心に位置し、瀬波温泉の今後を左右する重要な場所であるだ

けでなく、村上市の観光の振興、地域経済の発展にも結びつくような場所であるので、公共の利益のた

めに取得すべきと考え賛成します。

 賛成討論 　小杉武仁議員
　瀬波温泉の入込観光客数が大幅な減少傾向にあり、早急に策を講じる必要性があります。また、地域

の皆さんや温泉関係者からも、当該施設で地域の活性を図りたいという要望書が提出されており、地域

の特性を活かし、多様化する旅行者のニーズに即した観光を提供するニューツーリズムの拠点として振

興を図っていくべきと考えます。しっかりとした利用計画の下、瀬波温泉のカンフル剤となり、市民が

誇れる施設となるよう期待します。

　この議案は、本年５月31日に出納閉鎖した平成28年度村上市一般会計について、歳入総額340億3973
万7248円、歳出総額327億6627万9699円となり、差し引き12億7345万7549円を翌年度に繰り越したもの
です。本議案は次の討論の後、賛成多数により認定されました。

反対討論　竹内喜代嗣議員
　大滝市政で慎重だったが一気に学校統廃合計画を進めたこと。地域住民のシンボルである学校がなく

なれば過疎化と少子化がさらに進むことは明白で、考え直すべきです。また、子どもの貧困対策が行わ

れていません。一般質問で、国保会計の低所得者世帯を示して低所得対策を聞いても把握していないと

の答弁でした。総務省資料では、27年度決算の民生費の割合で、県下20市で下から５番目でした。児童

福祉費の底上げが必要です。

 賛成討論 　小林重平議員
　社会保障が市予算全体の約半分を占め、これは市民に対する行政の思いやりだと思います。また、住

宅リフォーム事業補助金や住宅用太陽光発電システム、木質バイオマスストーブの設置費補助金は、何

倍にもなって市の経済効果に貢献しています。さらに市の基幹産業である農業に対しても、土地改良事

業の負担金や村上牛への支援等でしっかりと配慮しています。厳しい財政状況の中、今後も健全な行財

政をお願いし、賛成するものです。

認定 議第121号　平成28年度村上市一般会計歳入歳出決算認定について
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チェック! 　この議案は、本年５月31日に出納閉鎖した村上市国民健康保険特別会計について、歳入総額78億9020
万1243円、歳出総額76億3669万6878円となり、差し引き２億5350万4365円を翌年度に繰り越したもので
す。本議案は次の討論の後、賛成多数により認定されました。

反対討論　竹内喜代嗣議員
　１割を超える世帯が滞納し、低所得者層の方の納税が困難になっているという実態が明らかになって

います。これは、基本的にはやはり払いたくても払えないという世帯です。国保税は特に均等割、世帯

割の比重が高く、低所得者層の負担となっています。国保税を払うと生活保護以下の水準に入ると思わ

れる方も非常に多く、生活保護を受けずボーダーラインにいるという世帯も多い状況です。滞納しなく

ても済むような制度を作るべきです。

 賛成討論 　小林重平議員
　病気に対しての予防の取り組みは、医療費を抑えるとともに市民の健康への配慮だと思います。子ど

もの医療費を高校生まで無料にするなど保護者の負担を減らし、高いと言われる国保税についても給付

準備金を取り崩す等で７年間据え置いています。そして多くの方からは、余裕があるわけではないと思

いますが、制度の大切さを理解して国保税を支払っていただいています。一層の努力と健全な国保運営

をお願いし、賛成するものです。

　この議案は、森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保などの取り組みによる森林・林業・山
村対策の抜本的強化をはかるための財源となる「全国森林環境税」の早期導入を求めるため、意見書を
提出するものです。本議案は次の討論の後、賛成多数により可決されました。

反対討論　稲葉久美子議員
　さまざまな原因で全国の森林が荒廃しています。これを放置すれば森林の持つ公益的機能が失われ、

真剣な取り組みが必要になっていることは多くの国民が認めています。森林を荒廃させている大きな原

因は、国の長年にわたる外材依存政策によって林業そのものが成り立たなくなり、伐採の中止や手入れ

をしたくともできない現状があることも重要な事実です。だからといって財源捻出のための増税となる

森林環境税創設には賛成できません。

 賛成討論 　川村敏晴議員
　村上市のように地域の多くが森林であり、国産木材の疲弊から林業離れが進み、個人の所有する林野

の整備が滞り、林業経済の危機を迎えている地域が国内に多くあります。また、林業離れが、林野の荒

廃を生み、森林の二酸化炭素の吸収力を低下させ、地球温暖化の大きな要因になっています。村上市の

大切な森林資源を守るためにも、森林環境税の創設を国に要望するこの重要な意見書の提出へのご理解

を、心からお願いするものです。

 賛成討論 　小林重平議員
　今、日本の森林は大変荒廃しています。それは取りも直さず森林が整備されていないということで

す。先般、九州で発生した大災害も、結果的には森林整備が遅れていることが原因です。また、政府の

森林関連予算が減っていると言いますが、減っているのであればこそ、われわれの手でそれを国税とし

て認めてもらおうと、森林環境税創設の努力をしています。わが村上市がこの取り組みの発祥の地であ

るという意味からも賛成するものです。

認定

可決

議第125号　平成28年度村上市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議員発議第12号　「全国森林環境税」の創設に関する意見書の提出について
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委員会 調査日 調　　　　査　　　　事　　　　項

総務文教常任委員会 ８月10日
消防団員が減少するなかでの、今後の消防団のあり方について

（ 村上市消防本部 ）

市民厚生常任委員会 ８月30日
社会福祉法人村上岩船福祉会の運営状況及び今後の展望についての現況調査

（ 村上岩船福祉会 いわくすの里 ）

経済建設常任委員会 ７月26日
山北地区の海岸地域の現状把握について

（ 山北地区海岸地域一円 ）

市政をチェック!
閉会中事務調査

市議会では、定例会の会

期が終了すると各常任委

員会に分かれ、行政課題

など各所管事項について

調査しています。
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マタギの里で狩猟を学ぶ

根
ね だ ち

立　龍
り ゅ う と

斗さん　（山熊田）

　上越市の出身です。学生時代にゼミの仲間と訪

れた山熊田集落で、生活に密着した狩猟に大いに

興味を抱き、大学卒業後に悩んだ末、狩猟を学ぶ

ためマタギの里に移住しました。

　まだ免許がないので猟銃を扱うことはできませ

んが、獲物を追い出す勢子として、８回ほどクマ

やカモの猟に参加しました。猟が終わるとその成

果が平等に分配されます。毎年11月15日から翌年

2月15日までが猟期となるので、猟への参加がと

ても楽しみです。

　勤め先は府屋にある森林組合です。育林班のグ

ループに所属し、切捨て間伐のほか、植林や下刈

りに従事しています。作業は殊のほか重労働でか

なりの体力が必要であり、特にこの夏は体調を維

持するのに大変苦労しました。どんな時も事もな

げに作業を進める先輩方の様子に、いつも感心し

ています。

　仕事から帰ると、玄関先に野菜など集落の方か

らのいただきものが置かれていることも多く、と

てもありがたいです。

　今は冬の到来を目前に、雪囲いや薪の確保が大

仕事となっています。

平成29年

第４回定例会のお知らせ（予定）
11月21日㈫

請願・陳情の提出期限
（正午まで）

12月５日㈫ 定例会初日（本会議）

７日㈭,８日㈮

11日㈪,12日㈫
一般質問（本会議）

13日㈬
総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

14日㈭
市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

15日㈮
経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

19日㈫ 一般会計予算・決算審査特別委員会

22日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。

＊開会時間は午前10時です。

　10月12、13日、本市議会議員10人が姉妹都市「福

井県鯖江市」を訪問し、鯖江市議会議員の皆さん

と交流を深めました。

　村上藩から所替えとなった間部詮言（あきと

き）公が初代鯖江藩主となったご縁により、昭和

56年に姉妹都市締結。以来、議会同士がお互いに

訪問し、31回目の交流会となりました。

　歴代藩主の領民への温かい思いを今も大切に

し、また、若者が主体の越前漆器など地場産業を

活用した取り組みや発信力など、鯖江市の活力の

高さに感銘を受けた交流会となりました。

姉妹都市・鯖江市議会を訪問

※「市民と議会の懇談会」の今年度の開催中止について
　今年度の「市民と議会の懇談会」につきましては、テーマ・運営・開催方法等の見直し等のご意見を踏
まえて、高校生との懇談会を検討中であり、綿密な連絡調整や検討を要することから、今年度は実施しな
いことといたしました。皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。


